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活動報告

会 員 ラ イ フ サ ポ ー ト 部 活 動 報 告

 第20報会員ライフサポート部の活動を振り返って

　年度最後のニュースとして、今までの活動を振り返り、

新たな出発としたい。

　今年の取り組みの大きなポイントは、リカレント教育の

第一歩を協会のバックアップのもとに行えたことです。

　少子高齢化の波は雇用環境に影響を及ぼし、女性医師の

社会問題にも表れているように人材が不足してからあわて

て対策をとっても時期遅しとならないための先見性が大切

だと思います。このリカレントを企画する中で、新たな課

題が見えてきました。それは雇用の流動化に協会も教育機

関も追い付いていないことです。具体的には、医療の在院

期間の加速化に伴い回復期はもとより在宅へシフトしてき

ている現状から介護施設や訪問リハビリテーション（リハ）

への雇用の往来があり、実際訪問リハを行っている女性会

員の話によると、雇用の調整が効きやすくある意味でのワー

クシェアリングがかなえられ、子どもの学校の行事への参

加もしやすいと聞いています。ただし、地域については未

経験者が多く不安との声を聞きます。そのようなことから、

女性の再復帰だけではなく、新たな課題として、リカレン

ト教育での再教育も求められるのではないでしょうか。

　また、引き続き行っていく課題としては、適材適所の会

員に向けた情報提示であります。

　何事も無関心が最大の敵と言われているように、『知る』

ことによる意識の改革は組織の力を高める上でも大切な取

り組みです。現状と先進的な取り組みや会員の生の声など

の情報を皆様に随時提供していきたいと思います。

　医療や介護職関係の燃え尽き症候群などが取りざたされ

ていますが、コミュニケーションスキルを高めて相互理解

が進むことにより女性も男性会員ももっと働きやすい環境

につながっていくと信じます。安定した雇用環境でこそ本

来の理学療法士としての力も発揮できるのではと思います。

　22年度の活動に向けて、会員ライフサポート部員一同始

動しました！！

　皆様の声を聞かせてください。お待ちしています。
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